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ＧＰＡＩ （Global Partnership on AI)

■設立趣旨 ：人間中心の考え方に立ち、透明性や人権の尊重などの原則に基づいた｢責任あるＡＩ｣の開発・利用を実現するために
設立された、Ｇ７など我が国と価値観を共有する14 カ国の政府・国際機関・産業界・有識者等からなる官民国際連携組織。

■設立経緯 ：2019年ビアリッツサミット（フランス）においてGPAIの立ち上げが提唱され、2020年5月のG7科学技術大臣会合に
おいて立ち上げに関するG7の協力に合意。その後、同年6月15日に立ち上がった。

■参加国 ：参加国（2022年6月時点）は、24ヶ国＋EU。日本、オーストラリア、ベルギー、ブラジル、カナダ、チェコ、
デンマーク、フランス、ドイツ、インド、アイルランド、イスラエル、イタリア、韓国、メキシコ、ニュージーランド、
オランダ、ポーランド、シンガポール、スロヴェニア、スペイン、スウェーデン、英国、米国、EU

■日本の取組：ワーキンググループ全てに専門家を派遣。2021年11月の閣僚級理事会で日本が2022年に議長国を務めることが決まった。

GPAI（Global Partnership on AI）の概要・日本での対応

※下線は創設メンバー。

理事会
GPAI
事務局

（OECD内）

• 参加者：国や地域を代表しない個人として選出された専門家

• 役割：AI原則と実践の橋渡しのための調査研究を行う。

• 参加者：5カ国（日米加仏伯）+専門家6人（原山先生が科学代
表）

• 役割：理事会の方向性に従い、運営方針や専門家の活動方針等を検
討。

運営委員会

マルチステークホルダー
専門家グループ全体会合
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出典：GPAIホームページ（https://gpai.ai/）を参考にPwC作成

支援

支援

• 参加者： 閣僚／次官級（2022年11月の理事会から日本が議長）

• 役割：全参加国が参加。GPAIの戦略的な方向性を検討。
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GPAIサミット2022について

 日程：2022年11月21日（月）～22日（火）

 場所：椿山荘（＋オンラインとのハイブリッド）

 主催：総務省（メイン）、経済産業省

 参加者：各国閣僚級、GPAIのAI専門家、報道関係者、一般参加者

 閣僚理事会では、GPAI参加国（24カ国＋EU）が参加し、AIの展開と市民のエンパワーメントを通じた強
靭で平和な社会を推進するという内容の閣僚宣言（GPAIサミットで初）を採択。

１１月２１日（月） １１月２２日（火）

10:00 開会式典 (30分) 10:00 閣僚理事会 (2時間半)

13:00
マルチステークホルダー専門家総会

(2時間)
15:30 運営委員会 (1時間半)

15:00 参加国会合 (1時間半)

18:30 閣僚ディナー (2時間) 

主な公式イベント：

非公式イベント：２０のサイドイベント（経済産業省主催の３イベントを含む）
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経済産業省主催のサイドイベント詳細

テーマ 背景・目標 登壇者

技術による社会的価値
創造

Social Value 
Creations with 
Tech

• GPAIは「人間中心のAI原則」から実装への
橋渡しが目的。この目的のためには技術革新
が重要な要素である。

• 健康な高齢化（Healthy Ageing）、地
域のモビリティ、司法への平等なアクセス、プラ
イバシー保護とデータ活用の両立をテーマに、
第一線で活躍する企業の方々に技術紹介と
将来的な協力関係を築くためのネットワーキン
グの機会とする。

• ファシリテーター：産総研 辻井潤一
• テーマに沿った５社

 アルバート・チュー SOMPOホールディングス株式会社 グループCDO
 瀧 俊雄 株式会社マネーフォワード 執行役員 CoPA(Chief of 

Public Affairs) 兼 Fintech研究所長
 田中 奈菜子 株式会社ティアフォー 事業本部 ゼネラルマネージャー
 奥村 友宏 株式会社LegalForce法務開発-マネージャー弁護士（日

本・ニューヨーク州）
 近藤 岳晴 株式会社Acompany 取締役副社長兼CTO

日本、シンガポール、英
国のAIガバナンス

Outlook on AI 
governance in 
Japan,  Singapore 
and the UK 

• ソフト・ロー下でAI原則を実施する日本、シン
ガポール、英国のAIガバナンスの状況について、
AI政策と民間の取り組みを紹介する。

• 責任あるAIを強化するために、日本、シンガ
ポール、英国の事例をもとに検討する。

• Opening Remarks：Kay Firth-Butterfield, World Economic Forum
• Moderator：Hiroki Habuka, Kyoto University Graduate School of 

Law / CEO, Smart Governance Inc.
• Japan

 Yusuke Iino (METI)
 Daisuke Tokushima (NEC)
 Yuchang Cheng (Fujitsu)

• Singapore
 Lee Wan Sie (IMDA)
 Brendan Chia (Grab) 自動車配車サービス
 Lee Gang (X0PA AI) AI駆動型の採用SaaSプラットフォーム

• UK
 Blake Bower (DCMS)

AI分野で活躍する女
性のランチセッション

Women in AI lunch

• 多様なチームは偏りを防ぐために重要である。
• 責任ある信頼できるAIに対する女性の視点

での貢献について、成功談や失敗談を共有し、
ネットワーキングの機会とする。

• Speakers: Yuko Harayama, Ph.D. Professor Emeritus, Tohoku 
University / Science representative, Steering Committee of the 
GPAI / Former 2020-2021 co-chair of the GPAI’s “The Future of 
Work”

• Moderator: Fumiko Kudo, Project Strategy Lead, World 
Economic Forum Centre for Fourth Industrial Revolution Japan


